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学校教育目標：「自ら学び自ら考え」「心豊かに実践する」「たくましい生徒」の育成

３月７日に玉城中学校第７７回卒業式が行われました。
卒業生は皆いい表情で卒業していきました。卒業生代表の答辞を掲

載します。後輩の皆さんは、先輩達からのメッセージをしっかり受け
止めて、玉城中の良い伝統を引き継いで下さい。

答辞 卒業生代表 大城壱斗
卒業生代表の答辞の様子

冬の寒さがやわらぎ、春の兆しを感じる季節となりました。本日は、僕達７７期卒業生のために、この
ような温かい卒業式を開いてくださり、ありがとうございます。
３年前の入学式、どんな３年間になるのだろうと期待と不安を抱えながら玉城中学校の門をくぐったこ

とが、つい先日のことのように思い出されます。あっという間に月日が流れ、とうとう卒業式の日がやっ
てきました。今、僕の脳裏には数え切れないほどたくさんの思い出がよみがえっています。
入学して一番感じたのは、小学校との違いでした。教科担任制や定期テストなど、緊張しつつも、がむ

しゃらに勉強したことを覚えています。初めての行事のスポレク大会は、クラスみんなで協力し、優勝目
指して頑張りました。合唱コンクールでは、本番当日まで、もめることもありましたが、いざ本番となる
とすごくいい声で歌うことができました。一年生では感染症も少しずつ収まり、ハーリー体験やゴルフ観
戦など、様々な経験をすることができました。
中学２年生になると、僕達も先輩と呼ばれる立場になりました。僕自身、部活動でキャプテンを任され、

「責任感」の重さを実感することもありましたが、後輩と共に切磋琢磨して練習に励みました。また、目
標に向かって練習し、喜びと悔しさの両方をチームメイトと分かち合えたことは、忘れられない大切な思
い出の一つとなりました。職場体験では、働くことの厳しさや大切さ、楽しさを学びました。体験学習を
通して、将来どんな職業に就きたいかを考える、よいきっかけとなりました。
３年生になってからは、受験生としての自覚を持ち、１，２年生の頃よりも努力する人も増えました。

最後の合唱コンクールでは、どのクラスもみんなで協力して取り組みました。その中で、みんなと頑張る
ことは楽しいことだと感じることができました。修学旅行では、１から自分たちで計画を練った京都自主
研修。班のみんなで計画通り行動することの大変さを感じながらも、３日間、寝食を共にして過ごすこと
で、絆を深めることができました。また、生徒会活動では、ジャージ登校に関する取組みや玉中祭の企画
・運営を行いました。その中でも、玉中祭では全校生徒で一つになって楽しむことができました。一つ一
つの行事を終えるたびに、思い出がまた一つと増えていきました。３年生では、自分で考えることの大切
さや楽しさ、挑戦すること、努力することなど、多くのことを学ぶことができました。
出会ってから３年。長い人で９年。そばにいることが当たり前だと思っていた友人達とも今日でお別れ

です。一緒に喜怒哀楽を共にするのも今日が最後だと思うと、寂しく感じます。僕は、みんなに出会えて
とても幸せでした。明日からはそれぞれが違う道へと歩き出しますが、玉中生として過ごした３年間が僕
達の糧となり、将来に役立つ日が来ると思います。本当に今までありがとうございました。
在校生の皆さん、中学生活は皆さんが思うよりとても短いです。だからこそ、今を全力で楽しんで、た

くさんの思い出を作り、たくさん笑ってすごしてください。玉城中学校はとても楽しい場所です。この場
所を皆さんに託しますので、よろしくお願いします。
先生方からは、３年間、様々なことを学ばせて頂きました。僕達のことを時には優しく、時には厳しく

指導してくださった先生方。本当にお世話になりました。迷惑をかけることもたくさんありましたが、そ
の度にしっかりと向き合ってくださいました。僕達は学んだことを胸に、成長し続けたいと思います。３
年間本当にありがとうございました。
お父さん、お母さん。１５年間、いつも温かく見守ってくれてありがとうございました。たくさん迷惑

をかけてしまいましたが、いつでも私達を支えてくれたおかげで、ここまで成長することができました。
僕達は、無事に義務教育を終え、新たな道に進みます。これから自分の道を進む中で、心配をかけること
もあると思いますが、これまで同様、温かく見守ってください。よろしくお願いします。
「僕達はたくさんの人に支えられて生きている」ということをこの３年間が改めて教えてくれました。

友人や家族、先生方、地域の方々との関わりを通して、大切なことをたくさん学ぶことができました。
すばらしい出会いと教訓をくれた玉城中学校、そして、僕達のために卒業式を準備してくださったすべ

ての皆様、本当にありがとうございました。決意と感謝の気持ちを込めて、答辞といたします。
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思い出に残るよい卒業式にする
ために、在校生は思いを込めて卒
業式の準備に取り組みました。

卒業式の会場や当日の式の様子、在校生代表の送辞等から、卒業を祝う在校生の思いは卒業生に伝わっ
たと思います。卒業式の準備や終了後の後片付けありがとうございました。いい卒業式でした。

卒業式を実施するにあたり、保護者及び関係者の皆様には多大なるご協力を賜りました。お陰様で滞り
なく式を実施することができました。深く感謝申し上げます。ご協力ありがとうございました。

３月６日に１学年の総合学習の一環として、第３８回ダイキンオ
ーキッドレディスゴルフトーナメントの観戦を琉球ゴルフ倶楽部で
行いました。当日はあいにくの雨模様の天気でしたが、ゴルフの大

会の雰囲気を充分に味わうことができました。また、ゴルフ観戦に先立って、３月４日に日本女子プロゴ
ルフ協会の小林浩美会長を迎えて本校体育館で講演会およびゴルフの体験学習をおこないました。生徒は
講演やゴルフという競技、大会を運営する多くのスタッフの様子等を通して様々な事を感じたようです。
今回の学習にご協力頂いた関係者の皆様に深く感謝申し上げます。学習後の生徒の感想を掲載します。

生徒の感想
・誰にでも挨拶をしていたので、あいさつはやっぱり大切だと思いました。
・一つのものをつくりあげるのに、たくさんの人の努力が積み重なっているのだなと感じました。
・雨でもメンタルを保ってプレーし続ける選手達、私達を案内してくれたスタッフの皆さん、芝生や砂
場を整備したり、テレビで放送したりする人、選手の良いプレーに拍手する観戦者、たくさんの人が
関わっているこの大会はとても良い雰囲気ですてきだなと思いました。

・選手達の姿もかっこよかったけど、その選手達を支えるスタッフやボランティアの方々の姿もかっこ
よくてこの大会を開くためにたくさんの人が関わり今にいたる、と感じました。

・一人では何もできない、たくさんの人々の助けなどがあり、全てがあるということを学びました。
私は感謝の気持ちを忘れないようにしたいです。

小林会長の講演 ゴルフ体験 琉球ゴルフ倶楽部で実際にゴルフを観戦しました


